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臨床感染症学分野 
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泉川 公一・教授 日本結核病学会代議員・治療委員 日本結核病学会 
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委員会委員、地区制度委員会委員 

日本臨床微生物学会 
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態解明及び検査・治療法の確立に関する研究」
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宮崎泰可・講師 代議員 日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 「クリプトコックス症の診断・治療ガイドライ

ン 2019」作成委員 

日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 「侵襲性カンジダ症に対するマネジメントのた

めの臨床実践ガイドライン」作成委員 

日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 第 63回日本医真菌学会総会学術集会プログラム

委員 

日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 評議員 日本化学療法学会 

宮崎泰可・講師 抗菌薬適正使用推進委員会（PAUSE 委員会）委
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日本化学療法学会 

宮崎泰可・講師 抗菌化学療法認定医制度審議委員会委員 日本化学療法学会 

山本和子・助教 評議員 日本感染症学会 

山本和子・助教 評議員 日本化学療法学会 

髙園貴弘・助教 「クリプトコックス症の診断・治療ガイドライ

ン 2019」作成委員 

日本医真菌学会 

髙園貴弘・助教 支部関連学会委員 日本医真菌学会 

髙園貴弘・助教 代議員 日本医真菌学会 

髙園貴弘・助教 インターネットサーベイランス委員 日本呼吸器学会 

髙園貴弘・助教 Editorial Board member Scientific Reports 

髙園貴弘・助教 One World Guideline “Cryptococcosis” Contributor ISHAM (International society for human and 

animal mycology) / ECMM (European 

confederation of medical mycology) 

髙園貴弘・助教 評議員 日本感染症学会 

髙園貴弘・助教 評議員 日本化学療法学会 

髙園貴弘・助教 第 94回日本感染症学会総会プログラムサポート

委員 

日本感染症学会 

田代 将人・助教 日本医真菌学会ガイドライン検討委員会 委員 日本医真菌学会 

田代 将人・助教 日本医真菌学会クリプトコックス症の診断・治

療ガイドライン作成委員会 委員 

日本医真菌学会 

田代 将人・助教 日本医真菌学会希少深在性真菌症の診断・治療

ガイドライン作成委員会 委員 

日本医真菌学会 

田代 将人・助教 評議員 日本環境感染学会 

田代 将人・助教 評議員 日本感染症学会 

田代 将人・助教 評議員 日本化学療法学会 
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

泉川 公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 新型インフ

ルエンザ等新興・再興感染症研究事業

「酵母様真菌感染症の病原性解明と疫

学・診断法・制御法の研究」 

泉川 公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再

興感染症および予防接種政策推進研究

事業）「医療機関等における薬剤耐性

菌の感染制御に関する研究」 

泉川 公一・教授 AMED 分担 エイズ対策研究事業 ART 早期化と長

期化に伴う日和見感染症への対処に関

する研究、HIV 感染症に伴う日和見合

併症・悪性腫瘍の全国調査 HIV 感染症

に伴う日和見合併症・悪性腫瘍の全国

調査 

泉川 公一・教授 AMED 分担 感染症実用化研究事業 新興・再興感

染症に対する革新的医薬品等開発推進

研究事業 重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）の対策に資する開発研究 

宮崎泰可・講師 日本学術振興会 科学研究費 基

盤研究Ｃ 

代表 難治性真菌感染症の克服を目指した新規治

療戦略の開発 

宮崎泰可・講師 MSD US External Non-clinical MISP 

study 
代表 Elucidation of multidrug resistance mechanisms 

in the pathogenic yeast Candida glabrata 

宮崎泰可・講師 Astellas Investigator Sponsored 

Research 
代表 Exploration of predictive factors for prognosis of 

community-onset pneumonia in adults: a 

multicenter prospective observational study 

山本和子・助教 日本学術振興会 科学研究費 基

盤研究 C 

代表 縦隔リンパ節好中球に着目した肺炎球菌肺

炎における新しい免疫機構の解明 

山本和子・助教 第 39回日本女医会学術研究助成 代表 ムコイド型肺炎球菌の免疫学的特異性に着

目した侵襲性感染症のメカニズムの解明 

髙園貴弘・助教 長崎大学 令和元年度大学高度化

推進経費研究推進支援経費 

代表 Galactosaminogalactan をターゲットにした肺

アスペルギルス症の新規診断・治療法の開

発 

髙園貴弘・助教 日本学術振興会 科学研究費 若手研

究 

代表 PslG によるカンジダバイオフィルム感染症

に対する新規治療法開発 

髙園貴弘・助教 公益財団法人 MSD 生命科学財団 

研究助成 2019―感染症領域―若手

研究者 

代表 Galactosaminogalactan をターゲットにした肺

アスペルギルス症の新規診断・治療法の開

発 

田代 将人・助教 日本学術振興会 科学研究費 若手研

究 

代表 皮下空洞菌球留置による慢性アスペルギル

ス症マウスモデルの開発 

田代 将人・助教 平成 31 年度「放射線災害・医科学

研究拠点」共同利用・共同研究 

代表 放射性同位体を用いた肺アスペルギルス症

の新たな治療戦略の開発 

泉川 公一・教授 不動技研工業 手指衛生遵守のためのモニター機器開発 

宮崎泰可・講師 MeijiSeikaファルマ 慢性閉塞性肺疾患の増悪時におけるセフジ

トレンピボキシルの臨床効果 

宮崎泰可・講師 第一三共株式会社 65 歳以上の高齢者肺炎（NHCAP，誤嚥性肺

炎を含む）に対するシタフロキサシンの有

効性 ―シタフロキサシンとガレノキサシ

ンの比較試験― 

宮崎泰可・講師 塩野義製薬株式会社 医療・介護関連肺炎診療の実態調査 

宮崎泰可・講師 ファイザー株式会社 MRSA 肺炎診断・治療の実態調査 

宮崎泰可・講師 ファイザー株式会社 五島市の 18 歳以上の住民を対象とした肺炎
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球菌性肺炎の発症率と肺炎球菌血清型分布

に関する疫学調査 

宮崎泰可・講師 アステラス製薬・大正富山医薬品株式会社 成人市中発症肺炎における予後予測因子の

探索 —多施設共同前向き観察研究— 

髙園貴弘・助教 株式会社ミズホメディー 慢性及び侵襲性肺アスペルギルス症の診断

法の開発に関する研究 

髙園貴弘・助教 富士フイルム和光純薬株式会社 肺アスペルギルス症における Lateral Flow 

Device検査の有用性評価 

髙園貴弘・助教 大日本住友製薬株式会社 L-AMB による腎障害の発現に関する要因分

析研究 

田代 将人・助教 大日本住友製薬株式会社 L-AMB による腎障害の発現に関する要因分

析研究 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

田代 将人・助教 アスペルギローマモデル非ヒト動物 2019/8/29 出願中 特願 2019‐157354 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

泉川 公一・教授 感染症系 東北大学 

泉川 公一・教授 感染系 琉球大学 

宮崎泰可・講師 講師（呼吸器感染症） 長崎大学歯学部・薬学部 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

泉川 公一・教授 抗菌薬の適正使用につい

て 

西日本新聞 2019/1/1 抗菌薬の正しい使用法について啓発

した 

泉川 公一・教授 インフルエンザについて NHK テレビ出

演 

2019/1/25 インフルエンザの予防について啓発

した 

泉川 公一・教授 1種病床運用について TBS テレビ出

演 

2019/6/22 1 種病床運用と予防について紹介し

た 

泉川 公一・教授 エボラウイルス病につい

て 

聖教新聞 2019/10/21 エボラウイルス病について概説した 

 


